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第認号議案長崎市都市公園条例の」部を改正する条例

一体管理に係る長崎市の責任体制にっいて

稲佐山公園(スロープカーを含む。)'と長崎口ープウェイの一体的なチヒ定価理により.、
民間の能力やノウハウを活用し、多様化する二ーズに効果的.効率的に対広し、市民や
観光客へのサービス向上により、「稲佐山公園全体の活性化」を図り、「緑あふれる八園、
「市民のうるおいと憩いの場」及び「素晴らしい夜景を楽しめる場」として活性化を図
つていきたい。

そのため、今回の指定管理の大部分を占める稲佐山公園(スロープカー含む)の維持
管理を行う中央総合事務所(地域整備1課).が中心となり、稲佐山公園に係る即冒仙理
の許可を所管する土木部(土木総務課)や口ープウェイ事業に関する事項や観光集客及
び市域への経済波及の促進に関する事項を所管する文化観光部(観光政策課)と役割八
担をしっっ、十分な連携を図り、一体管理に係る長崎市の責任体制を構築する。
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